
助
教
授
松
岡
輝
夫
氏
は
、
京
都
へ
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
、

ペ
イ
ン
の
話
し
」
を
了
り
、
坂
井
犀
水
氏
は
「
何
を
求
む
る
や
」
と
い
ふ
題
に

て
、
今
の
美
術
家
の
求
む
る
所
を
論
じ
、
次
に
中
川
忠
順
氏
は
「
ボ
ス
ト
ソ
美

〔マ

マ
〕

術
館
蒐
集
の
「
日
本
聾
の
債
値
」
に
就
い
て
講
話
せ
ら
れ
、
尋
で
三
宅
雪
嶺
博

士
は
「
箱
聾
に
閥
す
る
偶
感
」
を
語
ら
れ
て
、
聴
衆
の
感
動
を
惹
か
れ
た
り
。

而
し
て
講
演
を
終
り
た
る
は
、
鶉
は
坤
に
蹄
り
て
暮
色
静
か
に
窓
を
歴
す
る
頃

な
り
き
。

〇
職
員
諸
氏
の
近
況
雇
助
手
鈴
木
宮
吉
氏
は
先
頃
本
郷
謳
駒
込
動
坂
町
二
四

四
、
戸
田
方
へ
轄
居
せ
ら
る
。

△
雇
助
手
篠
田
十

一
郎
氏
は
先
般
来
府
下
瀧
野

川
町
田
端
四
九
八
番
地
へ

聾
室
新
築
中
な
り
し
が
、
此
程
竣
成
移
轄
せ
ら
る
△

雇
助
手
八
巻
於
菟
三
氏
は
今
回
小
石
川
謳
宮
下
町
三
十
五
番
地
へ
轄
ぜ
ら
る
△

雇
助
手
神
矢
赦
親
氏
も
、
本
郷
謳
駒
込
林
町
二
百
二
十
七
番
地
へ
轄
居
せ
ら
る

△
教
授
古
宇
田
宜
氏
は
十
一
月
三
日
御
宜
父
を
喪
は
れ
た
り
△
嘱
託
大
島
勝
次

郎
氏
は
、
病
氣
療
養
の
た
め
相
州
茅
ケ
崎
に
轄
地
し
居
ら
る
△
嘘
託
矢
代
幸
雄

氏
は
下
谷
謳
上
野
櫻
木
町
十
九
番
地
へ
轄
居
せ
ら
る
。

東
京
美
術
學
校
近
事
[
-
四
ー
七
。
T
•

五
・
一
・

十
二
〕

〇
昇
叙
と
解
嘱
教
授
安
田
録
造
氏
は
十
二
月
九
日
高
等
官
六
等
に
、
啜
託
矢

野
道
也
氏
は
そ
の
本
官
た
る
印
刷
局
技
師
に
於
て
、
十
二
月
十
三
日
高
等
官
三

等
に
陸
叙
せ
ら
れ
、
叉
本
校
修
身
及
数
育
學
の
隔
託
た
り
し
乙
竹
岩
造
氏
は
、

病
氣
の
た
め
十
一
月
三
十
日
願
に
依
り
嘱
託
を
解
か
れ
た
り
。

0
主
任
の
任
命
十
二
月
六
日
海
野
〔
美
盛
〕
教
授
は
、
金
工
科
主
任
を
命
ぜ

ら
る
。

〇助教授の出張

美箱園材製窯光色化化物敷修 課

班 料版
學

及案及術員化彩 理

園 薬大
宜

學案法品意術學學瞼學學學身

目

第

四 悶毎
週

第 数

ニ四ニニニニー 悶授
時

第 敷

悶

に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

週
間
の
見
込
を
以
て
十
二
月
十
一
日
出
登
せ
ら
れ
た
り
。

関

連

事

項

①

臨
時
写
真
科
設
置

大
正
四
年
二
月
二
十
日
、

事
参
照
）
。

臨
時
写
真
科
が
設
置
さ
れ
た

(641
、
642
、
648
頁
記

同
科
の
学
科
課
程
と
授
業
要
旨
は
『
東
京
美
術
学
校
一
覧
狂
詮
這
咋
』

〔
学
科
課
程
表
〕
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法
、
其
他
ノ
豫
備
的
賓
習
ョ
リ
始
メ
顔
面
、
衣
服
、
背
景
、
風
景
聾
等
ノ
修

郎
チ
第
一
年
二
課
ス
ル
學
科
ハ
共
通
學
科
ノ
外
、
敷
學
、
物
理
學
、
普
通
化

學
、
色
彩
學
、
窯
員
術
、
解
剖
學
、
遠
近
法
、
化
學
宜
験
ト
ッ
第
二
年
ニ
ハ

普
通
化
學
、
材
料
及
薬
品
學
、
｛
島
員
術
、
光
化
學
、
製
版
術
大
意
ヲ
課
シ
第

三
年
ニ
ハ
窓
員
術
及
光
化
學
ヲ
課
ス

買
技
ハ
給
畳
及
｛
島
員
宜
習
ノ
ニ
ト
シ
｛
島
員
質
習
ハ
之
レ
ヲ
三
部
二
分
チ
、
第

一
部
ヲ
陰
甕
部
、
第
二
部
ヲ
修
整
部
、
第
三
部
ヲ
陽
甕
部
ト
シ

、
第
一
部
ニ

於
テ
ハ
最
初
窯
員
機
械
各
部
ノ
名
稲
、
取
扱
方
等
ョ
リ
順
次
肖
像
窯
員
ヲ
主

題
ト
シ
テ
各
種
ノ
採
光
法
例
ヘ
バ

、
プ
レ
イ
ン
ラ
イ
チ
ソ
グ
、
レ
ン
プ
ラ
ン

ラ
イ
チ
ン
グ
、
ラ
イ
ン
ラ
イ
チ
ン
グ
、
ホ
ー
リ
ソ
ガ
ー
ラ
イ
チ
ン
グ
等
易
ョ

リ
難
二
進
ミ
テ
教
授
シ
第
二
部
二
於
テ
ハ
修
整
術
ノ
説
明
、
用

具

ノ

使

用

ノ
ト
ス

〔
授
業
要
旨
〕

本
科
ハ
窯
員
二
闊
ス
ル
理
論
及
質
地
ヲ
教
授
ス
其
ノ
授
業
ノ
方
針
ハ
第
一

年
級
ョ
リ
第
二
年
級
ノ
半
二
到
ル
ノ
期
間
二
於
テ
學
科
ノ
大
部
分
及
宜
技
ノ

諸
種
ノ
範
式
ヲ
教
授
シ
雨
餘
ノ
期
間
ハ
主
ト
シ
テ
宜
技
ノ
習
熟
二
充
ツ
ル
モ

計

腔

操

外

國

語

宜

習

遠

近

法

解

＂＂リ丘口

學

四
〇

英
語

一
六

四
〇

英
語

一
八

四
〇

英
語

10 

整
並
二
陰
板
裏
面
ョ
リ
ノ
修
整
、
陽
霊
ノ
修
整
二
及
ビ
更
二
第
三
部
二
於
テ

ハ
第
一
年
二
於
テ
銀
印
霊
中
ノ
燒
付
紙
（
例
ヘ
バ
照
化
銀
膠
紙
）
ョ
リ
漸
次

現
像
紙
（
例
ヘ
バ

、
プ
ロ
マ
イ
ト
紙
、
瓦
斯
ラ
イ
ト
紙
）
其
他
白
金
印
霊
、

鐵
印
甕
ノ
諸
法
ヲ
教
授
シ
第
二
年
ニ
ア
リ
テ
ハ
主
ト
シ
テ
ク
ロ
ム
酸
照
印
霊

法
（
例
ヘ
バ

、
カ
ー
ボ
ソ
法
、
オ
イ
ル
法
）
ヲ
授
ク

以
上
ノ
如
ク
ニ
シ
テ
普
通
窯
侃
術
全
般
ノ
質
技
教
授
ハ
第
二
年
第
二
學
期
マ

デ
之
レ
ヲ
修
得
七
シ
メ
残
餘
ノ
一
學
期
及
第
三
年
一

、
ニ
ノ
雨
學
期
間
ハ
既

修
ノ
技
術
ヲ
應
用
シ
課
題
二
捩
リ
テ
新
作
ヲ
ナ
サ
シ
メ
最
後
ノ
一
學
期
ハ
専

ラ
卒
業
製
作
二
従
事
七
シ
ム

叉
學
科
卜
稲
ス
ル
モ
ノ
ノ
中
ニ
モ
時
ト
シ
テ
ハ
宜
瞼
ヲ
ナ
サ
シ
ム
ル
コ
ト
ア

リ
即
チ
科
學
的
窟
員
（
例
ヘ
バ
顕
微
鏡
窯
員
、
天
憫
窟
員
、
X
光

線

寓

慎

等
）
並
二
應
用
窟
員
（
例
ヘ
バ
陶
器
窟
員
、
漆
器
｛
烏
員
等
）
ノ
如
キ
ハ
講
義

時
間
ノ
一
部
ヲ
割
キ
テ
多
少
ノ
質
習
ヲ
ナ
サ
シ
ム
ル
ガ
如
シ
叉
此
ノ
科
ニ

課
ス
ル
學
科
ノ
細
目
ハ
甚
ダ
複
雑
ナ
ル
ヲ
以
テ
妓
ニ
ハ
之
ヲ
略
ス

臨
時
写
真
科
は
大
正
十
二
年
に
写
真
科
と
改
称
。
同
十
五
年
に
廃
止
さ
れ
、

教
員
、
設
備
は
東
京
高
等
工
芸
学
校
の
印
刷
工
芸
科
に
移
さ
れ
、
第
二
次
大
戦

後
に
千
葉
大
学
写
真
工
学
科
へ
と
発
展
し
た
。
東
京
美
術
学
校
に
同
科
が
設
置

さ
れ
た
こ
と
は
我
が
国
の
写
真
教
育
史
の
上
で
画
期
的
な
こ
と
で
あ
っ
て
、
同

科
の
主
任
教
官
で
あ
っ
た
鎌
田
弥
寿
治
は
『
日
本
写
真
教
育
史
』
（
昭
和
五
十

年
。
東
京
写
真
大
学
短
期
大
学
部
出
版
部
）
の
中
で
そ
の
い
き
さ
つ
を
詳
し
く

述
べ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
我
が
国
で
写
真
に
関
す
る
高
等
教
育
が
始
ま

っ
た
の
は
明
治
四
十
一
年
東
京
帝
国
大
学
応
用
化
学
科
で
「
応
用
光
線
化
学
」

の
講
座
（
鴨
居
武
担
当
）
を
設
け
た
と
き
で
、
そ
の
後
、
九
州
帝
国
大
学
（
中
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大築千里

沢
良
夫
）
、
明
治
専
門
学
校
（
寺
野
寛
治
）
、
京
都
帝
国
大
学
（
大
築
千
里
）
等
で

写
真
化
学
の
講
義
が
行
わ
れ
た
が
、
官
立
学
校
の
中
で
写
真
科
が
設
置
さ
れ
た

の
は
東
京
美
術
学
校
の
臨
時
写
真
科
が
最
初
で
あ
り
、
設
置
の
端
緒
を
作
っ
た

の
は
大
築
千
里
で
あ
っ
た
（
既
述
の
よ
う
に
大
築
を
パ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
の
は

正
木
直
彦
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ

は
大
築
お
よ
び
正
木
と
言
う
べ
き
か
。

317
頁
参

照）
。
大
築
は
明
治
三
十
八
年
に
東
京
美
術
学
校
教
授
と
な
り
、
工
芸
化
学
授
業

を
担
当
す
る
傍
ら
写
真
化
学
の
設
備
を
整
え
た
。
同
四
十
三
年
、
大
築
が
京
都

帝
国
大
学
へ
転
任
し
、
鎌
田
弥
寿
治
が
後
任
に
起
用
さ
れ
た
が
、
鎌
田
は
大
築

の
残
し
た
設
備
を
土
台
に
し
て
本
格
的
に
写
真
化
学
の
研
究
を
始
め
、
ま
た
、

お
り
か
ら
高
ま
っ
て
き
た
写
真
科
設
置
運
動
を
促
進
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。
鎌
田
は
こ
れ
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。

然
る
に
、
い
よ
い
よ
美
校
に
来
て
み
れ
ば
、
大
築
さ
ん
が
設
計
し
て
出
来

上
っ
た
ば
か
り
の
大
工
芸
化
学
教
室
が
あ
り
、
そ
の
内
部
は
、
金
属
分
析
や

塗
料
実
験
の
よ
う
な
美
校
必
需
の
施
設
は
も
ち
ろ
ん
備
わ
っ
て
居
る
が
、
そ

の
外
に
、
写
真
に
関
す
る
こ
と
や
写
真
製
版
に
関
す
る
施
設
が
、
同
じ
工
芸

化
学
教
室
内
に
完
備
し
て
居

っ
た
の
に
は
実
に
葱
い
た
。

何
分
に
も
、
同
教
室
は
全

部
で
二
十
七
室
か
ら
成
り
、

坪
数
約
三
百
二
十
坪
も
あ

り
、
そ
の
約
三
分
の
二
は
本

尊
の
工
芸
化
学
施
設
で
は
な

く
、
写
真
か
写
真
製
版
術
の

〔
中
略
〕

次
に
当
時
の
状
況
、
そ
の
大
体
を
述
べ
て
み
た
い
。
前
述
の
よ
う
に、

美

を
研
究
し
て
み
た
い
と
腹
を
決
め
た
の
で
あ
る
。

研
究
や
、
実
演
に
適
当
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
施
設
の
あ
る
美
校
の
新
教
室
に
転
任
し
て
来
た
筆
者
鎌
田
は
、
色
々

の
写
真
お
よ
び
写
真
製
版
に
関
す
る
器
具
機
材
、
そ
の
他
の
も
の
を
初
め
て

見
て
、
先
づ
写
真
と
は
、
過
去
に
自
分
が
考
え
て
居
っ
た
も
の
と
は
非
常
に

性
格
の
異
な
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
徐
々
に
悟
る
よ
う
に
な
っ
た
。

写
真
は
行
楽
の
具
の
み
で
は
な
い
。
特
に
将
来
、
社
会
が
科
学
的
に
進
歩

す
る
に
つ
れ
て
、
写
真
術
は
人
間
生
活
と
大
関
係
を
持
ち
、
人
類
の
福
祉
向

上
に
偉
大
な
る
役
目
を
担
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
覚
え
、
そ
れ
か
ら
私
鎌
田

は
写
真
術
を
専
攻
し
よ
う
と
い
う
気
持
が
濃
厚
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

美
術
学
校
で
大
築
千
里
先
生
が
写
真
を
研
究
せ
む
と
し
た
、
と
い
え
ば
誰

で
も
恐
ら
く
芸
術
写
真
、
す
な
わ
ち
美
術
写
真
の
こ
と
で
あ
ろ
う
と
想
像
す

る
で
あ
ろ
う
が
、
大
築
さ
ん
の
目
的
は
全
然
そ
れ
と
逆
で
、
写
真
美
術
に
は

趣
味
を
持
た
ず
、
写
真
術
を
行
な
う
た
め
に
必
要
な
機
械
や
材
料
の
製
造
工

業
、
す
な
わ
ち
乾
板
や
印
画
紙
の
よ
う
な
感
光
材
料
、
ま
た
レ
ン
ズ
や
キ
ャ

メ
ラ
の
よ
う
な
器
械
類
の
製
造
工
業
等
の
方
面
の
こ
と
で
あ
り
、
当
時
、
わ

が
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
皆
、
こ
れ
ら
の
写
真
機
械
材
料
類
は
欧
州
か
ら
の
輸

入
に
た
よ
っ
て
居
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
が
筆
者
に
も
徐
々
に
わ
か
っ

て
き
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
ま
た
、
写
真
の
利
用
応
用
の
範
囲
な
ど
は
、
人
知
の
進
歩
と
共

に
、
日
一
日
と
拡
大
膨
脹
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
、
と
筆
者
も
感
付
く
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
こ
で
筆
者
も
、
よ
う
し
来
た
、
自
分
は
将
来
こ
の
方
面
の
こ
と
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校
内
に
写
真
研
究
等
の
施
設
が
大
に
備
っ
て
い
る
こ
と
が
、
大
正
一
一
年
頃
か

ら
、
日
本
の
写
真
界
に
ボ
ッ
ボ
ッ
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
筆
者
の
管
理
す

る
美
校
工
芸
化
学
教
室
が
日
本
の
写
真
者
大
会
や
写
真
講
演
会
な
ど
に
大
に

利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

但
し
、
当
時
は
ま
だ
ア
マ
チ
ュ
ー
ア
写
真
家
な
ど
は
極
め
て
少
な
く
、
講
演

会
と
い
っ
て
も
営
業
写
真
師
の
集
り
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
当
時
の
日
本
一
の

営
業
写
真
師
の
大
将
、
小
川
一
真
氏
は
、
度
々
筆
者
の
化
学
室
に
顔
を
み
せ
、

色
々
な
話
を
し
、
い
つ
と
は
な
し
に
非
常
に
懇
意
な
仲
と
な
っ
て
い
っ
た
。

小
川
さ
ん
は
、
い
つ
も
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
で
は
写
真
の
教
育
を
行
な
う
教

育
機
関
が
す
で
に
た
く
さ
ん
あ
る
。
ど
う
か
こ
こ
（
美
校
）
を
本
家
と
し

て
、
わ
が
日
本
に
写
真
術
の
高
等
教
育
を
す
る
独
立
の
科
を
設
け
て
も
ら
い

た
い
な
ど
と
話
さ
れ
て
い
た
。
筆
者
も
ま
た
、
私
達
も
そ
う
あ
り
た
い
、
そ

の
積
り
で
あ
る
な
ど
と
お
答
え
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
小
川
さ
ん
の
希
望
が
全
日
本
写
真
師
の
希
望
に
ふ
く
ら
み
、
同

氏
を
大
将
と
し
て
丸
木
利
陽
さ
ん
、
中
島
精
一
さ
ん
、
横
浜
の
玉
村
騎
平
さ

ん
、
江
崎
清
さ
ん
、
宮
内
幸
太
郎
さ
ん
、
そ
の
他
写
真
器
材
料
等
を
販
売
す

る
商
社
の
社
長
さ
ん
、
す
な
わ
ち
浅
沼
藤
吉
さ
ん
、
小
西
六
右
ェ
門
さ
ん
等

が
、
度
々
、
上
野
の
美
術
学
校
に
押
し
か
け
て
来
て
、
必
ず
私
を
案
内
役
と

し
て
当
時
の
美
術
学
校
長
正
木
直
彦
先
生
に
、
ぜ
ひ
と
も
、
美
校
内
に
独
立

し
た
写
真
科
を
新
設
し
て
く
れ
と
迫
っ
た
の
で
あ
る
。

実
は
私
も
、
こ
れ
ら
の
人
々
の
要
望
が
容
れ
ら
れ
て
新
科
が
で
き
れ
ば
好

い
と
心
中
で
念
じ
て
居
っ
た
。

正
木
直
彦
と
い
う
美
校
の
校
長
さ
ん
は
、
東
京
帝
大
の
法
科
の
御
出
身
で

〔
マ
マ
〕

あ
る
が
、
実
に
温
厚
篤
実
の
君
子
で
、
美
術
学
校
の
校
長
を
一
二
十
五
年
間
勤

続
さ
れ
た
人
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
写
真
科
新
設
の
要
求
が
あ
っ
て
も
、
校
長
だ
け
の
自
由
に

は
な
ら
ぬ
、
文
部
省
の
許
可
が
要
る
の
は
勿
論
、
新
科
を
維
持
す
る
た
め
の

経
費
を
文
部
省
か
ら
貰
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

そ
こ
で
正
木
先
生
は
、
度
々
、
文
部
省
に
行
か
れ
、
こ
の
問
題
を
持
ち
だ

し
た
が
、
当
時
の
政
治
家
先
生
達
は
、
写
真
と
い
う
も
の
が
果
し
て
高
等
教

育
を
要
す
る
も
の
か
、
否
か
、
を
御
存
知
な
か
っ
た
よ
う
に
み
え
る
の
と
、

今
―
つ
は
、
そ
の
科
に
要
す
る
経
費
が
な
い
と
い
う
理
由
で
、
仲

々
正
木
先

生
の
要
求
は
通
ら
な
か
っ
た
。

そ
ん
な
状
態
で
あ
っ
た
か
ら
、
小
川
一
真
さ
ん
は
氏
の
懇
意
な
当
時
の
代

議
士
数
名
に
依
頼
し、

美
校
内
に
写
真
科
新
設
を
議
会
に
提
出
し
て
貰
う
所

ま
で
漕
ぎ
つ
け
、
そ
れ
が
大
体
通
過
し
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
、
文
部
省
は

経
費
が
な
い
と
い
う
の
を
理
由
に
し
て
、
そ
の
実
現
を
躊
躇
し
た
。

そ
の
時
、
正
木
校
長
は
私
（
鎌
田
）
を
校
長
室
に
招
き
、
期
＜
斯
く
の
理

由
で
本
年
（
大
正
三
年
）
か
ら
の
新
設
は
無
理
で
あ
る
。
だ
が
若
し
経
費
の

寄
附
者
で
も
現
わ
れ
た
ら
そ
う
で
も
な
い
、
と
言
わ
れ
た
。

そ
こ
で
私
は
早
速
、
小
川
さ
ん
の
所
に
駆
け
て
行
き
、
こ
の
事
を
話
し
た

ら
、
小
川
さ
ん
は
、
君
、
そ
こ
ま
で
行
け
ば
何
と
か
な
る
よ
、
心
配
し
賜
う

な
、
と
言
わ
れ
た
。

こ
の
後
の
こ
と
は
筆
者
は
詳
し
く
は
知
ら
ぬ
が
、
と
に
か
く
、
小
川
さ
ん

は
多
く
の
写
真
営
業
家
な
ど
を
説
服
し
て
、
ど
う
や
ら
寄
附
金
の
話
が
ま
と

ま
っ
た
ら
し
い
の
で
、
再
び
私
に
そ
の
事
を
話
し
て
く
れ
た
。

そ
こ
で
私
は
ま
た
、
そ
れ
を
正
木
校
長
に
伝
え
る
と
正
木
先
生
も
大
い
に

喜
ば
れ
、
か
ね
て
新
設
を
要
望
さ
れ
た
多
数
の
営
業
家
達
を
学
校
に
招
き
、
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校
長
と
文
部
当
局
と
が
話
し
合
っ
た
こ
と
を
委
細
説
明
し
、
若
し
写
真
師

の
有
志
諸
君
が
次
の
三
箇
条
を
承
諾
し
て
く
れ
れ
ば
、
本
年
度
（
大
正
四
年

度
）
か
ら
美
校
内
に
写
真
科
を
新
設
す
る
と
文
部
当
局
は
言
っ
た
と
説
明
し

こ。
キ
ー

す
な
わ
ち
、
田
、
文
部
省
か
ら
写
真
家
の
誰
れ
か
に
写
真
科
の
講
義
を
依

頼
し
た
ら
、
向
う
三
年
間
無
報
酬
で
勤
務
す
る
こ
と
。

向
、
写
真
科
の
新
設
に
必
要
な
器
具
機
械
、
そ
の
他
材
料
、
薬
品
等
を
写

真
屋
か
ら
寄
附
す
る
こ
と
。

g]、
大
正
四
年
度
か
ら
、
同
六
年
度
ま
で
三
ケ
年
問
の
経
常
費
と
し
て
毎

年
金
二
千
円
を
寄
附
す
る
こ
と
。
で
あ
っ
た
。

以
上
の
正
木
先
生
の
お
話
を
印
刷
し
て
私
は
小
川
さ
ん
に
届
け
た
。
小
川

さ
ん
は
逸
早
く
こ
の
印
刷
物
を
東
京
在
住
の
多
数
の
写
真
館
に
配
っ
て
、
そ

の
返
事
を
需
め
た
。
そ
の
結
果
、
殆
ん
ど
全
部
の
人
が
寄
附
金
を
承
諾
し

こ。f
 承
諾
さ
れ
た
人
々
の
名
前
を
掲
げ
て
み
れ
ば
、
小
川

一
真
、
丸
木
利
陽
、

小
西
六
右
ェ
門
、
浅
沼
藤
吉
、
泉
谷
底
一
（
三
越
百
貨
店
）
長
谷
川
武
七
、

大
武
丈
夫
、
岡
精
一

、
小
川
影
三
郎
、
田
中
武
、
中
島
精
一

、

玉

村

騎

兵

ヱ
、
成
田
常
吉
、
上
野
英
雄
、

工
藤
孝
、

村
松
東
洋
、

前
川
謙
三
、

江
崎

清
、
秋
尾
新
六
、
有
賀
戒
、
佐
藤
秀
道
、
宮
内
幸
太
郎
、
宮
内
多
吉
、
森
金

周
学
、
長
谷
川
文
次
郎
、
東
条
平
三
郎
、
大
河
謙
吉
、
加
藤
三
蔵
、
吉
川
虎

三
郎
、
竹
内
昭
祐
、
田
中
五
一
郎
、
曾
根
真
文
、
内
田
雅
二
、
山
本
又
吉
、

柳
沢
栄
一

、
松
本
鶴
吉
、
松
浦
清
吉
、
松
葉
源
吉
、
二
川
篤
二
郎
、
佐
川
勝

造
、
木
村
庄
太
郎
、
湯
本
定
平
、
金
城
商
会
、
宮
崎
隆
次
、
森
戸
次
郎
、
須

田
与
之
助
、
須
田
愛
、
松
田
三
喜
雄
、
岡
田
君
太
郎
、
黒
田
久
吉
、
太
田
挺

三
、
太
塩
彦
太
郎
、
阿
部
享
正
、
内
山
豊
、
大
橋
松
之
助
、
桑
田
商
会
、
柴

田
常
吉
、
松
平
豊
吉
、
中
鉢
直
銅
、
渡
辺
籠
麿
、
望
月
東
涯
、
大
角
発
、
高

橋
哲
助
、
平
野
守
信
、
水
谷
提
、
篠
原
穂
之
吉
、
市
川
雄
三
。

以
上
の
よ
う
な
訳
で
、
東
京
市
お
よ
び
そ
の
附
近
の
写
真
関
係
者
の
ほ
と

ん
ど
全
部
の
人
々
で
あ
っ
た
。

小
川

一
真
氏
が
中
心
と
な
っ
て
、
以
上
の
寄
附
金
の
こ
と
が
決
定
し
た
の

で
、
正
木
先
生
は
こ
れ
を
文
部
省
に
申
出
て
写
真
科
新
設
は
い
よ
い
よ
決
定

し
た
の
で
あ
る
。

し
た
も
の
と
み
え
、
大
正
四
年
二
月
二
十
日
の
官
報
で
新
設
を
発
表
す
る
と

き
、

「
写
真
科
」
と
せ
ず
に
、
写
真
科
の
頭
へ
「
臨
時
」
を
加
え
て
「
臨
時

写
真
科
」
と
し
た
の
で
あ
る
。
私
達
は
非
常
に
不
快
を
感
じ
た
が
、
若
し
、

民
間
か
ら
の
寄
附
金
が
約
束
通
り
に
履
行
さ
れ
な
か
っ
た
ら
、
何
時
で
も
写

真
科
を
廃
止
し
得
る
た
め
で
あ
っ
た
。
し
か
し
実
際
は
こ
の
心
配
は
な
く
、

ま
た
、
今
か
ら
考
え
れ
ば
実
に
不
思
議
な
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
た
。
例
え

ば
、
写
真
科
新
設
の
た
め
に
民
間
か
ら
寄
附
金
を
仰
い
だ
が
、
そ
の
総
額
は

金
六
千
円
也
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
前
に
言
っ
た
よ
う
に
、
美
校
に
は
す
で
に

相
当
の
写
真
設
備
を
所
有
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
と
、
以
上
の
よ
う
に
寄
附
金
を
承
諾
し
た
人
々
の
数
は
約
七
十
人
で

あ
っ
た
が
、
各
人
の
出
金
額
は
た
っ
た
二
円
ま
た
は
三
円
と
い
う
の
で
ほ
と

ん
ど
お
話
に
な
ら
ぬ
小
額
、
な
お
、
そ
の
上
に
そ
の
後
、
以
上
の
内
約
六
十

人
は
約
束
し
な
が
ら
実
際
は
約
束
を
履
行
し
な
か
っ
た
。
た
だ
、

小

川

一

真
、
丸
木
利
陽
、
浅
沼
藤
吉
、
小
西
六
右
ェ
門
、
そ
れ
と
三
越
百
貨
店
の
五

数
年
後
「
臨
時
」
は
取
除
か
れ
た
。

然
る
に
、
妙
な
こ
と
に
は
、
文
部
省
は
な
お
も
新
設
後
の
経
費
等
を
心
配
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者
が
各
々
金
千
円
づ
つ
、
計
五
千
円
を
出
し
て
く
れ
て
、
そ
れ
で
美
校
の
写

真
科
が
新
設
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
実
を
知
っ
て
い
る
人
は
筆
者
の

外
、
現
存
は
し
て
い
な
い
。
〔
前
掲
柑〕

臨
時
写
真
科
誕
生
の
原
動
力
と
な
っ
た
の
は
民
間
の
写
真
師
や
写
真
材
料
商

ら
の
熱
心
な
運
動
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
東
京
写
真
師
組
合

で
、
こ
れ
は
明
治
四
十
三
年
に
創
設
さ
れ
、
小
川
一
真
（
同
年
帝
室
技
芸
員
任

命
）
が
初
代
組
合
長
で
あ
っ
た
。
一
真
は
非
常
に
精
力
的
に
運
動
を
す
す
め
、

明
治
四
十
五
年
一
月
、
組
合
よ
り
写
真
科
設
置
の
請
願
書
を
丸
山
豊
治
郎
を
通

し
て
衆
議
院
に
提
出
し
（
同
年

一
月
二
十
二
日
受
理
）

、
同
年
二
月
に
は
同
請
願

を
文
部
省
に
対
し
て
も
行
い
、
こ
れ
に
倣
っ
て
京
阪
神
一
―
―
市
の
写
真
業
者
お
よ

び
九
州
写
真
師
組
合
も
同
様
の
請
願
書
を
文
部
省
に
提
出
し
た
（
『
東
京
美
術

学
校
校
友
会
日
報
』
第
十
二
巻
第
八
号
）
。
東
京
美
術
学
校
庶
務
掛
が
作
成
し
た

「
従
大
正
元
年
意
見
書
類
」
に
は
一
真
が
文
部
省
に
提
出
し
た
請
願
書
の
写

し
と
思
わ
れ
る
も
の
が
綴
込
ま
れ
て
お
り
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

上
申
書

東
京
美
術
學
校
二
窯
箕
科
設
置
請
願
二
付
其
理
由
井
二
必
要
ヲ
左
二
開
陳
仕

候
西
暦
一
八
三
九
年
「
ダ
ゲ
レ
オ
タ
イ
プ
」
｛
島
員
法
焚
明
セ
ラ
レ
テ
ヨ
リ
今

日
二
至
ル
マ
テ
未
夕
漸
ク
七
十
三
年
二
過
キ
ス
本
邦
二
在
リ
テ
ハ
安
政

年
間
鍋
島
藩
士
中
村
嘉
助
及
藤
堂
藩
士
堀
江
鍬
次
郎
ノ
ニ
名
相
議
シ
テ
両

藩
主
二
請
ヒ
両
藩
主
興
二
其
請
願
ヲ
容
レ
肥
前
国
大
村
二
舎
密
試
験
所
ヲ

設
置
シ
閑
醤
ボ
ン
ペ
ー
ヲ
聘
シ
テ
舎
密
學
ヲ
教
授
セ
シ
メ
又
窯
員
術
書
ノ

テ
窯
員
學
校
或
ハ
類
似
ノ
設
備
ヲ
ナ
シ
以
テ
窯
員
術
ノ
稜
展
卜
｛
烏
員
業
者

講
義
ヲ
ナ
サ
シ
ム

是
レ
本
邦
二
於
ケ
ル
｛
島
員
術
ノ
起
涯
ニ
シ
テ
爾
来
今

日
二
至
ル
迄
既
二
五
十
有
餘
年
ヲ
経
タ
リ
之
ヲ
西
洋
二
於
ケ
ル
期
術
登

明
ノ
年
代
二
比
較
ス
ル
片
ハ
我
レ
ノ
彼
レ
ニ
遅
ル
、

7
僅
カ
ニ
約
二
十
年

ニ
過
キ
ス
而
シ
テ
其
進
歩
稜
逹
ノ
状
態
ヲ
考
フ
ル
ト
キ
ハ
我
レ
ノ
彼
レ

ニ
及
ハ
サ
ル
コ
ト
殆
ン
ト
隔
世
ノ
感
ア
リ
吾
人
窺
カ
ニ
以
テ
遺
憾
ト
ナ

ス然
リ
ト
雖
モ
之
ヲ
｛
鳥
箕
術
全
体
ノ
上
ョ
リ
見
ル
ト
キ
ハ
僅
二
五
七
十
年
問

ニ
於
ル
進
歩
卜
登
逹
ト
ハ
決
シ
テ
緩
漫
ナ
リ
ト
言
フ
可
カ
ラ
ズ
殊
二
晩

近
十
数
年
間
二
於
ケ
ル
｛
島
員
術
ノ
進
歩
ハ
彼
我
ヲ
通
シ
テ
著
ル
シ
キ
モ
ノ

ア
リ
従
ウ
テ
其
社
會
二
貢
献
シ
タ
ル
所
ノ
モ
ノ
決
シ
テ
勘
シ
ト
ナ
サ

ス
若
シ
一
例
ヲ
畢
ル
ト
キ
ハ

X
光
線
窯
侃
術
ノ
稜
明
ハ
醤
學
上
ニ
―
新

紀
元
ヲ
開
キ
顕
微
鏡
｛
鳥
員
術
ハ
醤
學
ヲ
始
メ
ト
シ
テ
動
植
物
及
鎖
物
學
等

ニ
多
大
ノ
稗
益
ヲ
典
へ
望
遠
窯
員
術
ハ
天
文
學
必
須
ノ
利
器
ト
ナ
レ
リ

或
ハ
幻
燈
窯
侃
術
或
ハ
活
動
窓
員
術
等
ノ
如
キ
ハ
教
育
上
其
資
ス
ル
所
決

シ
テ
紗
カ
ラ
ザ
ル
ベ
ク
殊
二
窯
員
製
版
術
ノ
應
用
二
至
リ
テ
ハ
學
校
教
科

書
挿
霊
ヲ
始
メ
ト
ッ
テ
文
學
美
術
工
業
軍
事
及
其
他
百
般
ノ
學
術
事
業
ノ

上
ニ
―
日
モ
欠
ク
可
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ト
ナ
ル
ニ
至
レ
リ
寓
員
術
上
ノ
稜

明
卜
應
用
ト
ハ
猶
コ
レ
ニ
止
マ
ラ
ス
或
ハ
電
送
窃
員
術
ノ
如
キ
或
ハ
天

然
色
寓
員
術
ノ
如
キ
愈
々
出
テ
、
盆
々
社
會
ノ
為
メ
ニ
貢
献
ヲ
大
ニ
セ
ン

ト
ス
斯
ク
ノ
如
ク
窯
員
術
ノ
應
用
卜
功
用
ト
ノ
無
限
大
ナ
ル

1
ハ
吾
人

殊
更
二
之
レ
ヲ
喋
々
ス
ル
ノ
必
要
ナ
カ
ル
可
ク
賢
明
ナ
ル
嘗
局
者
ノ
夙
ニ

熟
知
セ
ラ
ル
、
所
ナ
ル
可
シ

故
二
西
洋
二
於
テ
ハ
獨
逸
佛
蘭
西
英
吉
利
及
北
米
合
衆
国
等
ノ
各
国
競
ウ
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中
ノ
九
ハ
即
チ
普
通
學
ノ
素
養
ダ
モ
ナ
キ
者
ナ
リ
想
妓
二
至
レ
バ
本
邦

ノ
養
成
ト
ニ
カ
ヲ
尽
ス

1
大
ナ
リ

東
京
高
等
工
業
學
校
図
案
科
二
属
ス
ル
｛
島
員
部
ア
ル
ノ
ミ
ニ
シ
テ
未
夕
以

テ
世
上
要
求
ノ
百
分
ノ
一
ヲ
充
タ
ス
ニ
足
ザ
ル
ヲ
遺
憾
ト
ス
且
夫
レ
本

邦
二
於
ケ
ル
窯
員
業
ノ
数
ハ
現
在
既
ニ
―
―
―
千
名
二
餘
リ
其
技
士
徒
弟
ヲ
合

ス
ル
片
ハ
優
ニ
―
萬
ヲ
超
ュ
此
技
士
徒
弟
ナ
ル
者
ハ
賂
束
二
於
テ
本
邦

ノ
｛
鳥
員
業
者
ト
シ
テ
立
ッ
可
キ
者
ナ
リ
ト
雖
モ
其
修
學
ノ
有
様
ヲ
考
フ
ル

片
ハ
頗
フ
ル
慨
歎
二
堪
ザ
ル
モ
ノ
ア
リ
現
在
三
千
ヲ
以
テ
敷
フ
ル
｛
島
員

業
者
ナ
ル
モ
ノ
ハ
多
ク
ハ
現
今
二
於
ケ
ル
普
通
教
育
ノ
素
養
ダ
モ
ナ
キ
者

ニ
シ
テ
僅
カ
ニ
器
械
的
二
傭
習
ッ
タ
ル
窯
員
術
ヲ
以
テ
己
レ
ノ
ロ
ヲ
糊
ス

ル
ノ
資
ト
ナ
ス
ニ
過
キ
ス
到
底
相
営
ナ
ル
技
士
徒
弟
ヲ
養
成
ス
ル
ノ
任

ニ
ア
ラ
ス
近
束
窃
員
術
ノ
進
歩
卜
典
二
相
当
ノ
教
育
ヲ
受
タ
ル
者
或
ハ

外
國
鴬
員
學
校
二
學
ヒ
タ
ル
モ
ノ
等
ニ
シ
テ
寓
員
業
者
ト
ナ
レ
ル
モ
ノ
無

キ
ニ
シ
モ
ア
ラ
ス
ト
雖
モ
是
レ
実
二
九
牛
ノ
一
毛
タ
ル
ニ
過
キ
ス
シ
テ
十

ニ
於
ケ
ル
｛
島
員
技
士
徒
弟
ノ
現
状
員
二
同
情
二
値
ス
ル
モ
ノ
ア
ル
ト
典
ニ

本
邦
二
於
ケ
ル
｛
島
員
術
ノ
将
来
亦
宜
二
寒
心
二
堪
ザ
ル
モ
ノ
ア
リ

是
二
於
テ
カ
吾
人
｛
島
慎
業
者
ハ
夙
二
各
都
市
二
同
業
者
園
体
ヲ
作
リ
或
ハ

雑
誌
ヲ
発
行
シ
或
ハ
講
演
ヲ
開
キ
或
ハ
展
覧
會
ヲ
設
ケ
或
ハ
技
士
徒
弟
奨

勘
法
ヲ
講
シ
テ
以
テ
｛
島
慎
術
ノ
啓
発
二
微
カ
ヲ
尽
ス
所
ア
リ
ト
雖
モ
事
迂

遠
ニ
シ
テ
其
宜
効
ヲ
収
メ
ン
コ
ト
難
シ
殊
二
近
束
二
至
リ
テ
ハ
中
學
校

卒
業
生
ニ
シ
テ
｛
謁
員
術
二
志
サ
ス
者
年
々
其
数
ヲ
増
ス
ノ
傾
向
ア
リ
ト
雖

モ
其
之
レ
ヲ
収
容
ッ
テ
相
常
ノ
教
導
ヲ
施
ス
可
キ
窯
員
業
者
殆
ン
ト
稀
レ

ニ
シ
テ
為
二
空
シ
ク
志
望
ヲ
変
更
ス
ル
ニ
至
ル
者
実
二
勘
ナ
カ
ラ
ズ
是

ニ
於
テ
カ
坊
問
或
ハ
｛
烏
員
學
校
或
ハ
何
々
｛
烏
員
教
授
所
等
ノ
看
板
ヲ
掲
ヶ

翻
ヘ
リ
テ
本
邦
ヲ
顧
ミ
レ
バ
僅
カ

以
テ
地
方
ノ
子
弟
ヲ
迷
ハ
ス
ニ
近
キ
行
為
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
現
ハ
ル
、
二
至
レ

〔撤
〕

リ

敷

二

某

窯
慎
學
校
ノ
名
称
ヲ
胃

シ
テ
当
局
ョ
リ
其
徹
去
ヲ
命
セ
ラ
レ

タ
ル
如
キ
其

一
例
ナ
リ
吾
人
之
ヲ
以
テ
遺
憾
二
堪
ズ
ト
ナ
ス
典
二
此

現
象
ハ
以
テ
祉
會
ノ
趨
勢
今
ヤ
既
二
窯
慎
學
校
或
ハ
類
似
ノ
設
備
ヲ
要
求

ス
ル
ニ
至
リ
タ
ル
歴
證
卜
見
ル
ニ
足
ル
ベ
ク
窟
ヵ
ニ
以
テ
本
邦
窟
員
術
ノ

稜
展
ヲ
欣
フ
所
ナ
リ

祉
會
ノ
趨
勢
既
二

窟
員
學
校
或
ハ
類
似
ノ
設
備
ヲ
要
求
ス
ル
ニ
至
レ
リ

吾
人
晏
如
ト
シ
テ
獣
ス
ル
ニ
忍
ビ
ズ
本
組
合
二
於
テ
先
ツ
技
士
徒
弟

養
成
所
ヲ
設
置
セ
ン
ト
ソ
計
霊
ヲ
立
テ
タ
ル

7
ア
リ
然
レ
ト
モ
多
大
ナ

ル
設
立
費
卜
経
常
費
ト
ハ
微
カ
ナ
ル
本
組
合
ノ
到
底
負
擦
二
堪
サ
ル
所
ナ

ル
カ
故
二
遂
二
其
宜
行
ヲ
見
ス
シ
テ
止
ム
ニ
至
リ
タ
ル
ヲ
逍
憾
ト
ス

吾
人
窃
カ
ニ
考
フ
ル
ニ
此
種
ノ
計
畳
ハ
本
邦
ノ
現
情
二
在
リ
テ
ハ
私
立
私

設
ノ
能
ク
完
ウ
ス
可
キ
性
質
ノ
モ
ノ
ニ
非
ス
要
ス
ル
ニ
当
局
ノ
設
立
ヲ

仰
カ
サ
ル
可
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ト
確
信
ス

紐
―
工
學
膊
士
大
築
千
里
氏
東
京
美
術
學
校
教
授
ノ
職
二
在
ル
時
同
校
内

ニ
｛
鳥
員
撮
影
室
及
附
属
各
室
ヲ
有
ス
ル
建
物
築
造
セ
ラ
レ
且
窯
員
術
二
必

要
ナ
ル
器
具
略
ホ
完
備
シ
同
校
生
徒
ヲ
シ
テ
窟
員
術
ヲ
研
究
七
シ
ム
ル
ノ

機
関
ト
セ
ラ
レ
タ
リ
然
ル
ニ
大
築
教
授
其
職
ヲ
辞
シ
テ
以
来
同
校
寓
員

部
ハ
殆
ン
ト
有
名
無
実
ト
イ
フ
モ
不
可
ナ
キ
状
態
二
在
ル

1
当
局
者
ノ
夙

ニ
熟
知
セ
ラ
ル

、
所
ナ
ル
可
シ
是
二
於
テ
カ
吾
人
ハ
東
京
美
術
學
校
ニ

既
二
該
建
築
物
卜
器
具
ト
ノ
存
在
セ
ル
モ
ノ
ア
ル
ヲ
幸
ト
シ
切
二
当
局
ノ

賢
察
ヲ
仰
キ
新
タ
ニ
同
校
二
｛
鳥
員
科
ヲ
設
置
セ
ラ
レ
不
幸
ナ
ル
窓
員
技
士

徒
弟
ノ
入
學
ヲ
許
シ
以
テ
本
邦
二
於
ケ
ル
寓
慎
術
発
展
ノ
道
ヲ
開
カ
レ
ン

1
ヲ
請
フ
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文
部
大
臣
長
谷
場
純
孝
殿

〔
原
文
は
罫
紙
に
毛
箪
で
記
さ
れ
て
お
り
、

箪
で
記
入
さ
れ
て
い
る
〕

明
治
四
十
五
年
二
月
五
日

東
京
窟
員
師
組
合
継
代

一
般
美
術
卜
｛
鳥
員
術
ト
ハ
其
合
致
ス
ル
貼
―

ニ
ン

テ
足
ラ
ズ

或
部
分
ノ
如
キ
ハ
既
二
美
術
工
藝
品
ト
シ
テ
取
扱
ハ
ル

、二

至
リ
タ
ル
今

日
二
於
テ
寓
員
術
ヲ
以
テ
東
京
美
術
學
校
ノ

一
科
卜
為
サ
ン
コ
ト
決
シ
テ

早
計
ノ
撃
二
非
サ
ル
可
キ

1
ヲ
信
ス
加
之
同
校
内
二
｛
鳥
員
科
設
置
セ
ラ

ル
、
二
至
ル
片
ハ
其
他
ノ
各
科
例
令
ハ
綸
画
科
図
案
科
彫
刻
科
等
ノ
各
分

科
二
稗
盆
ヲ
典
フ
ル
所
決
シ
テ
勘
少
ニ
ア
ラ
サ
ル
ヘ
ク
又
文
部
嘗
局
ノ
教

育
上
ノ
製
作
品
ニ
シ
テ
寓
員
及
窯
員
製
版
ノ
カ
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
ヲ
畢
ヶ
テ

其
製
作
ヲ
営
該
窟
員
科
二
托
ス
ル

1
ト
ナ
サ
ン
ニ
ハ
当
局
ノ
便
盆
亦
実
ニ

莫
大
ナ
ル
可
キ
コ
ト
ヲ
信
シ
テ
疑
ハ
ズ

之
ヲ
要
ス
ル
ニ
東
京
美
術
學
校
二
寓
員
科
ノ
一
科
ヲ
新
ク
ニ
設
置
ス
ル
コ

ト
ハ

一ハ

以
テ
嘗
局
ノ
便
盆
ヲ
増
大
シ
一
ハ
以
テ
同
校
各
分
科
二
稗
盆
ヲ

典
フ
ル
ト
共
二
不
幸
ナ
ル
｛
島
員
技
士
徒
弟
就
學
ノ
道
ヲ
啓
キ
両
々
相
侯
チ

テ
本
邦
窯
箕
術
ノ
発
展
ニ
―
大
革
新
ヲ
来
ス
可
キ

1
ヲ
確
信
ス
依
テ
東

京
美
術
學
校
二
寓
箕
科
設
置
ヲ
必
要
ト
ス
ル
所
以
ナ
リ

右
之
通
二
御
座
候
問
特
別
ノ
御
詮
議
ヲ
以
テ
東
京
美
術
學
校
二
寓
員
科
御

設
置
被
成
下
度
此
段
奉
請
願
候
也

「
二
月
五
日
」
の
「
五
」
の
み
鉛

小
川
一
員

窃
員
術
ノ

フ
ラ
ソ
ス
の
画
家
ダ
ゲ
ー
ル
に
よ
っ
て
発
明
さ
れ
、
一
八
三
九
年
フ
ラ
ン
ス

政
府
に
報
告
さ
れ
た
写
真
術
は
幕
末
に
我
が
国
に
渡
来
し
、
薩
摩
藩
主
島
津
斉

彬
や
そ
の
他
の
大
名
、
藩
士
、
あ
る
い
は
蘭
学
者
、
長
崎
海
軍
伝
習
所
、
上
野

彦
馬
、
下
岡
蓮
杖
等
に
よ
る
研
究
の
時
期
を
経
て
実
用
段
階
に
至
り
、
明
治
前

半
期
に
幣
し
い
写
真
師
が
開
業
し
た
。
全
国
各
地
に
写
真
館
が
で
き
、
写
真
は

一
般
庶
民
に
も
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
写
真
業
界
が
盛
況
を

続
け
る
中
で
、
写
真
館
の
乱
立
や
写
真
師
た
ち
の
不
勉
強
、
ア
マ
チ
ュ
ア
写
真

家
の
増
大
等
に
よ
り
、
か
つ
て
は
学
識
高
く
高
級
技
術
者
と
看
倣
さ
れ
て
い
た

写
真
師
も
そ
の
社
会
的
地
位
が
著
し
く
下
落
し
、
徐
々
に
経
営
が
厳
し
く
な
っ

て
行
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
を
打
開
す
る
た
め
に
写
真
師
た
ち
は
そ
の
後
継
者

た
ち
に
高
等
教
育
を
授
け
、
よ
り
進
歩
し
た
技
術
と
社
会
的
地
位
を
獲
得
さ
せ

る
方
法
と
し
て
写
真
科
の
設
置
を
望
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
東
京
美
術
学
校
側
の
情
況
を
見
る
と
、
前
述
の
よ
う
に
明
治

三
十
八
年
以
来
大
築
千
里
が
教
授
の
地
位
に
あ
っ
た
う
え
、
同
四
十
年
発
足
の

日
本
写
真
会
で
は
正
木
直
彦
校
長
が
副
会
頭
を
つ
と
め
、
ま
た
、
大
築
千
里
が

学
術
面
で
貢
献
し
て
お
り
、
同
三
十
九
年
校
友
会
に
大
築
を
部
長
と
す
る
写
真

部
（
ソ
ー
ラ
ー
倶
楽
部
）
が
で
き
て
撮
影
会
や
展
覧
会
を
開
き
、
同
四
十
年
に
日

本
写
真
会
に
団
体
加
入
す
る
な
ど
し
て
活
発
な
活
動
を
続
け
た
。
同
四
十
四
年

十
月
に
は

『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
で
「
な
に
は
ば
ら
」
と
い
う
人
が

「
美
術
と
し
て
の
写
真
」
と
題
し
て
写
真
も
美
術
の
一
分
野
で
あ
る
こ
と
を
論

じ
、
こ

の
年
か
ら
は
年
報
に
も
「
写
真
及
製
版
科
設
置
ノ
件
」
と
題
す
る
要
請

が
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
写
真
へ
の
関
心
が
深
ま
っ
て
来
た

中
で
、
大
正
二
年
十
月
、
黒
田
清
輝
が
宮
内
省
調
度
寮
康
託
を
命
ぜ
ら
れ
、
小

川
一
真
や
丸
木
利
陽
と
親
し
く
交
流
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
（
『
黒
田
清
輝
日
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写
真
術
第
一
部

色
彩
学

数
学
物
理
、
化
学

写
真
術
第
二
部

同 同 同

森加
藤
笠
原

助
教
授
嘱
託

伊
東
矢
野

道
也
留
七

芳
太
郎
精
一

亮
次

教

授

結

城

林

蔵

光
化
学
、
写
真
術
第
三
部
、
材
料
及
薬
品
学

記
』
を
読
む
と
臨
時
写
真
科
開
設
に
あ
た
っ
て
黒
田
と
小
川
は
種
々
協
議
し
た
様
子
で

あ
る
。）

こ
の
よ
う
に
写
真
科
設
置
を
受
け
入
れ
る
要
因
は
あ

っ
た
が
、
写
真
を
絵
画

や
彫
刻
と
並
ぶ
美
術
の
一
領
域
で
あ
る
と
す
る
統
一
見
解
が
成
立
し
て
い
た
の

か
ど
う
か

は
不
明
で
あ
る
。
年
報
の
「
写
真
及
製
版
科
新
設
ノ
件
」
を
見
て

も
、
写
真
や
写
真
製
版
術
は
現
代
生
活
に
必
須
の
も
の
と
な
り
、

一
層
技
術
進

歩
を
図
る
必
要
が
あ
る
こ
と
と
、
欧
米
諸
国
で
写
真
の
高
等
教
育
機
関
を
設
け

て
い
る
こ
と
と
を
設
置
理
由
に
掲
げ
て
い
る
の
み
で
、
美
術
と
写
真
と
の
関
係

な
い
し
は
東
京
美
術
学
校
が
写
真
科
を
必
要
と
す
る
理
由
に
つ
い
て
は
触
れ
て

い
な
い
。
も
し
も
確
固
た
る
統

一
見
解
が
あ

っ
た
な
ら
ば
、
折
角
で
き
た
写
真

科
を
わ
ず
か
十
一
年
足
ら
ず
で
廃
止
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

臨
時
写
真
科
設
置
に
あ
た
っ
て
写
真
師
た
ち
は
講
師
四
名
と
写
真
機
材
、
経

費
（
毎
年
二
千
円
三
年
間
）
を
提
供
し
た
。
写
真
機
具
商
浅
沼
商
会
は
大
正
博
覧

会
会
場
に
設
け
た
特
設
館
写
場
と
写
真
機
材
、
図
書
等
を
寄
附
し
て
い
る
。
臨

時
写
真
科
の
教
室
と
し
て
は
工
芸
化
学
教
室
の
一
部
と
こ
の
特
設
写
場
と
が
使

用
さ
れ
た
。
教
師
お
よ
び
担
当
科
目
は
お
よ
そ
次
の
と
お
り
で
あ

っ
た。

写
真
科
主
任
教
授

製
版
術
大
意

同 鎌
田
弥
寿
治

ズ
ム
の
写
真
家
と
し
て
大
活
躍
し
た
中
山
岩
太
は
第
一
回
入
学
生
で
あ
っ
た
。

帰
国
後
芦
屋
カ
メ
ラ
ク
ラ
プ
を
作
り
（
昭
和
五
年
）
モ
ダ

こ
の
う
ち
加
藤
精
一

、
宮
内
幸
太
郎
、
江
崎
清
、
前
川
謙
三
の
四
名
は
写
真

師
た
ち
が
提
供
し
た
講
師
で
大
正
四
年
四
月
採
用
。
前
川
が
翌
五
年
十
二
月
辞

任
し
た
外
は
大
正
九
年
六
月
ま
で
勤
務
し
て
い
る
。
給
与
は
写
真
師
た
ち
の
寄

附
金
か
ら
支
払
わ
れ
た
。
末
弘
直
士
は
江
崎
清
の
弟
子
で
正
式
に
本
校
助
手
と

し
て
採
用
さ
れ
た
が
、
外
は
製
版
科
そ
の
他
諸
科
の
教
師
が
兼
任
す
る
か
た
ち

と
な

っ
た
。

生
徒
は
入
学
志
願
者
三
二
名
（
受
験
有
資
格
者
）
中
一
三
名
が
合
格
。
写
真
師

の
子
弟
が
多
か

っ
た
。

彼
ら
は
「
旧
来
の
美
校
の
伝
統
に
同
化
し
、
極
め
て
気

分
が
な
ご
や
か
で
あ
っ
た
」
（
前
出

『
日
本
写
真
教
育
史
』
）

と
い
う
。
堺
時
雄
は

大
正
八
年
の
入
学
だ
が
、
そ
の
著
『
明
治
の
写
真
師
』
（
昭
和
六
十
三
年
。
新
褐

明
治
大
正
文
化
研
究
会）

を
読
ん
で
も
臨
時
写
真
科
の
生
徒
た
ち
が
特
に
他
科
と

の
異
和
感
も
な
く
勉
学
に
勤
し
み
、
美
術
の
空
気
を
吸
い
込
ん
で
卒
業
し
て
行

っ
た
様
子
が
窺
わ
れ
る
。
長
く
ア
メ
リ
カ
、

フ
ラ
ソ
ス
に
滞
在
し
て
前
衛
芸
術

運
動
を
体
験
し
、

（
担
当
は
前
出
鎌
田
弥
寿
治
著
『
日
本
写
真
教
育
史
』
に
よ
る
。）

絵
画
及
び
図
案

美
学
顔
面
解
剖
学

写
真
一
般
実
習

撮
影
実
習

修
整
実
習

陽
画
法
実
習

同 同 嘱
託

末
弘
江
崎
前
川

謙
三

宮
内
幸
太
郎 清

嘱
託
教
授
助
手

直
士

教
授

英
語

助
手

森
田
亀
之
輔

岡

田

秋

嶺

沢
村
専
太
郎

岡
田
三
郎
助
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臨
時
写
真
科
に
次
い
で
大
正
十
二
年
に
は
小
西
写
真
専
門
学
校
も
設
立
さ
れ
、

従
来
の
写
真
師
や
ア
マ
チ
ュ
ア
写
真
家
と
は
一
線
を
画
す
る
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
な
写
真
家
が
誕
生
す
る
基
盤
が
で
き
て
行
っ
た
。

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
万
国
博
覧
会

②
 

一
九
一
五
年
（
大
正
四
年
）
の
二
月
二
十
日
か
ら
十
二
月
四
日
ま
で
サ
ソ
フ

ラ
ソ
シ
ス
コ
で
万
国
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
。
本
校
の
出
品
に
つ
い
て
は
「
自

明
治
四
十
四
年
立
恥
吟

出
品
書
類
庶
務
掛
」
に
記
録
が
あ
る
が
、
既
出
「
東
京
美

術
学
校
近
事
」
の
記
事

(582
頁
）
と
重
複
す
る
部
分
が
多
い
。
た
だ
し
、
前
者

に
よ
れ
ば
、
出
品
物
の
う
ち
「
日
本
画
成
績
貼
込
額
面
弐
個
」
は
望
月
尚
、
井

上
恒
也
、
松
崎
孝
忠
、
山
崎
善
次
郎
、
佐
藤
直
己
、
植
松
俊
郎
、
田
上
尚
之
、

太
田
義
一
ら
の
作
品
で
あ
り
、

「
西
洋
画
成
績
額
面
四
個
」
（
自
画
肖
像
弐
、
風

景
『
奈
良
、
港
』
弐
）
に
つ
い
て
は
、
は
じ
め
裸
体
画
三
点
を
出
品
す
る
予
定
だ

っ
た
の
を
変
更
し
て
風
景
画
と
し
、
実
際
に
は
山
脇
信
徳
の
「
停
車
場
の
朝
」

と
中
野
営
三
の
「
春
の
岬
」
が
出
品
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
「
図
案
成
績
貼

込
額
面
弐
個
」
は
林
威
三
、
藤
岡
茂
男
、
浅
野
廉
、
小
倉
淳
ら
の
作
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
博
覧
会
終
了
後
「
日
本
画
成
績
貼
込
額
面
弐
個
」
、
「
図
案
成
績
貼

込
額
面
弐
個
」
お
よ
び
「
鋳
造
青
銅
鳳
文
香
炉
」
、
「
鋳
造
渦
紋
花
瓶
」
は
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ヤ
大
学
へ
寄
贈
さ
れ
た
。
こ
の
博
覧
会
に
際
し
、
久
米
桂
一
郎
は
本

校
を
休
職
し
、
博
覧
会
協
会
サ
ソ
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
万
国
博
覧
会
出
品
部
主
幹
と

し
て
大
正
四
年

一
月
十
六
日
よ
り
翌
五
年

一
月
二
十
五
日
の
間
渡
米
し
た
。

川
合
玉
堂
起
用

大
正
四
年
五
月
十
九
日
、
川
合
玉
堂
が
教
授
に
任
命
さ
れ
た
。
玉
堂
は
本
名

③
 

て
候
。

を
芳
三
郎
と
い
い
、
明
治
六
年
愛
知
県
葉
栗
郡
外
割
田
村
生
ま
れ
。
は
じ
め
京

都
で
望
月
玉
泉
、
幸
野
楳
嶺
に
師
事
し
、
二
十
九
年
よ
り
は
橋
本
雅
邦
に
学
ん

だ
。
四
十
年
文
展
開
設
以
来
審
査
委
員
を
つ
と
め
、
文
展
に
出
品
を
続
け
た
。

そ
れ
ら
は
日
本
の
四
季
お
り
お
り
の
自
然
の
美
を
描
き
表
わ
そ
う
と
し
た
も
の

で
、
そ
の
近
代
的
な
も
の
の
見
方
と
平
明
湿
雅
の
画
趣
、
安
定
し
た
技
術
が
一

般
の
支
持
を
得
て
い
た
。

玉
堂
の
起
用
は
川
端
玉
章
の
辞
任
に
よ
り
後
任
問
題
が
起
こ
っ
た
と
き
か
ら

囁
か
れ
て
い
た
。
中
に
は
関
如
来
の
よ
う
に
、
次
の
よ
う
な
積
極
的
な
提
案
を

す
る
人
も
あ
っ
た
。

△
栖
鳳
は
天
才
に
て
候
。
天
才
は
赦
授
と
し
て
は
餘
り
に
勿
膿
無
く
候
。
看

板
に
名
を
の
み
求
め
ん
と
す
る
な
ら
ば
兎
も
角
、
慎
に
子
弟
赦
育
の
任
に
常

ら
し
め
ん
と
す
る
に
は
、
天
オ
は
餘
り
に
自
己
の
適
所
を
選
び
過
る
も
の
に

△
そ
れ
よ
り
は
能
オ
、
俊
オ
を
畢
ぐ
る
の
優
れ
る
を
信
ず
る
も
の
に
て
候
。

而
も
こ
れ
と
て
も
多
く
は
候
は
ず
。
た
ゞ

川
合
玉
堂
こ
そ
、
美
術
學
校
教
授

と
し
て
は
、
最
も
適
任
者
と
信
じ
候

△
玉
堂
は
冷
静
に
し
て
又
己
を
持
す
る
極
め
て
謹
厳
な
る
、
其
作
品
之
を
證

し
て
餘
り
有
り
候
。
放
心
に
流
れ
易
き
美
術
學
生
を
教
育
す
る
に
於
て
間
然

す
る
所
な
き
を
信
ず
る
者
に
て
候
。

△
其
の
家
塾
に
於
け
る
制
規
の
如
き
は
整
然
と
し
て
、
純
乎
た
る
一
私
擬
の

憫
を
為
せ
る
、
裳
時
稀
に
見
る
所
に
て
候
。
宜
な
る
哉
、
其
の
門
を
出
で
た

る
、
山
内
多
門
、
井
澤
蘇
水
、
長
野
草
風
近
く
は
池
田
蕉
園
の
如
き
皆
年
次

の
浅
き
に
開
は
ら
ず
、
各
一
別
オ
と
し
て
稲
せ
ら
る
4

、
蓋
し
其
の
性
の
趨
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